
8月22日 公明党佐賀県本部の政策要望懇談会☆

佐賀県本部顧問の吉田久美子衆議院議員と、

視覚障がい者団体より要望を伺い、質問に繋げました

🍀

10月14日
議場オープニング

記念事業
＆議会報告会☆

ごあいさつ

暑い暑い夏から涼しさを感じる季節となりま

した。皆さまには、いつも励ましをいただき大変

にありがとうございます。

今回のスマイル通信は第40号となりました。

2013年11月17日初当選より、定例会の度

に一般質問や議案質疑を行い、自分で通信を

作成しお届けしています。

『何のために議員になったのか』議員の使命

を忘れず公明党の立党精神である『大衆とと

もに』を胸に一生懸命働いてまいります。

これからも年4回の定例会では、必ず質問し

市民の皆さまのお声を届けてまいります。

どうぞよろしくお願い申し上げます。
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佐賀県本部は2014年から、結党50周年に合わせて、

『1年間で目標５００回』とする取り組みをスタート。

コロナ禍でできないときもありましたが、１０年間で

4000回達成することが出来ました。

私は、議員になって女性局の先輩方より街頭演説を教え

て頂きました。偉大な先輩方が私たちを引っ張ってくだ

さったおかげで、今の佐賀県本部女性局があります。

   これからも感謝の想いを胸に

さらに頑張ってまいります！！

中学生のスピーチ
『鳥栖市の未来に

望むこと』の
スピーチに感動✨
子どもたちは、未来の宝!!

議会報告会にも中学生が参加し
ワークショップの発表✨



豪雨被害への復旧対応、久光スプリングスの観戦促進
市民文化会館の座席改修、新規の道路改良事業など、
約10.4億円を増額補正 (補正後 328億4,105万１千円)

○豪雨で被災した道路等の復旧
  農林水産施設災害復旧経費      3,000万円
  土木施設災害復旧経費          4,000万円
・6月～7月の豪雨で被害が生じた道路等の復旧を行う

○高齢者福祉施設の防災・減災対策
  地域介護・福祉空間整備事業     1,546万円
・高齢者福祉施設の利用者等の安全・安心確保のため、
  施設の大規模改修や非常用自家発電設備費用を補助

○円滑で安全な通行確保のための道づくり 
  国土交通省・今町線道路改良事業 1,800万円
・車両や歩行者の円滑で安全な通行を図るため、国土
交通省・今町線の道路整備に向け測量業務等を行う

○市民文化会館の客席等の改修
市民文化会館改修事業  4,500万円

・大ホール客席等を改修し、鑑賞環境の向上を図る

○久光スプリングスホームゲームの観戦促進事業
地域交流推進事 150万円

・SAGAアリーナで開催される久光ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞｽﾎｰﾑｹﾞｰﾑ
開幕戦へ招待する市民のための無料バスを運行

○次期リサイクル施設の整備事業 4,450万円
・事業用地の埋蔵文化財発掘調査を行うため、
必要な防災対策を実施

○自治公民館建設等補助金 143万円

○さらなる自治体ＤＸの推進事業 1,500万円

1. 視覚障がい者のための

   ｢音声ｺｰﾄﾞ｣の利用促進

2. ﾏｲﾎﾞﾄﾙ等を利用できる給水ｽﾎﾟｯﾄの設置

3. ９月防災月間によせて

2.ついて

202３年９月 定例会 ◆ 一 般 質 問 ◆

1.視覚障がい者のための「音声ｺｰﾄﾞ｣
の利用促進について

◆令和５度９月補正予算の主なもの◆

【質問】 印刷物に音声コードが付いている場合、

紙媒体の端に「切り欠き」と呼ばれる半円の穴が

付いていると、視覚障がい者は、そこを指で触れ

ば音声コードの場所が分かる。

本市から市民に送付される公的な通知について

この「音声コード」の普及を早急に進めるよう、

関係部署に指示すべきだ。市長の見解を伺う。

【答弁】 どのような形での利用が可能なのか、音
声コードによらない方法も考えられるのではないか、
等ございますので、法の基本理念にあるように、障害
者による情報の取得、利用、意思疎通に係る施策の
推進においては、障害者に寄り添った対応に努める

1,市民協働推進事業 7,586千円

◇ 令和4年度 決算審査 議案質疑 ◇

≪質問の背景≫
昨年（2022年５月）、障がいのある人が日常生活や災害
時に必要な情報を円滑に取得、利用し意思疎通していけ
るよう取組を進めるための法律が施行された。
手話や字幕、音声コードや展示の提供など、情報分野で
のバリアフリー化を促進する重要な法律で施策を進める。
今回の質問は、視覚障がい者の情報保障について質問。
視覚障がい者手帳を持っている人は全国で約31万人。
そのうち点字が読める人は1割。他の疾病や高齢化など
で、文字を読み辛い人は１６０万人とも。 音声コードは、
音声読み上げソフトを利用することで誰でも活用できる。

会員の高齢化などにより減少
助成の適正化を図った
新型コロナの影響で事業実施の制限

件数

令和２年度 　　８２５，４４５円 ８件

令和３年度 １，００４，５６１円 ６件

令和４年度  　　８００，０００円 ６件

R2～R４年度の補助金の決算額

情報提供や事務手続きに関する相談者数 ６，４５０人
会議室利用者数 ６３１人
教室やイベントへの参加者 １，９９６人

市民活動センター利用者数９，０７７人

事業補助金の内訳

社会福祉会館内ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｾﾝﾀｰ

の職員人件費1人分

ボランティア養成講座等の開催

費用及びボランティア団体等へ

の助成費用が主なもの

福祉ボランティアは、福祉に
関するﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動。手話や
点字通訳などのほか、福祉施
設等における慰問活動など

鳥栖市ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ連絡協議会 
１２団体

契約内容
鳥栖市補助金交付規則及び
鳥栖市市民活動センター事
業費補助金交付要綱の規定
に基づき、報償費や旅費など
補助対象経費に対して補助
金の交付を行っている

5,228,520円

1,557,480円

市民活動センター補助金　　　６，７８６，０００円

市民活動センター職員の人件費
光熱水費、印刷機リース料修繕費、

市民活動の支援に関する研修など

福祉ボランティア団体への助成の件数

※鳥栖市ボランティア連絡協議会への加入手続きは、
福祉ボランティア活動団体が加入申し込みを行う
➨同協議会の承認を得て加入できる

2,福祉ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱのまちづくり事業補助金 3,173千円

市民活動センターへの登録 市民活動センターの会議室の使用料が免除

鳥栖市ボランティア連絡協議会

加入団体

社会福祉会館の利用が可能。鳥栖市社会福

祉協議会の助成制度が利用できる



≪質問の背景≫
本市は、5年前の大雨被害より、川の浚渫、川の整備、
カメラの設置など様々取り組んでいる。
轟木川沿いの市道で低い場所が真木町に2カ所あ
る。その1箇所を昨年度、冠水対策を実施したが、7月
の大雨でも越水し道路が冠水した。ただ、対策の効果
はあった。他に、真木町の住宅前で、大雨のたびに道
路が冠水して困っているとの現場のお声から質問。
また、鳥栖地区まちづくり推薦センターで開催された、
『命を守る避難行動と地域の助け合い～防災週間に
考える～』に参加し、個別避難計画を質問。

【質問】
①現在、鳥栖市に設置されている
冷水器や給水スポットは設置されているか？

≪質問の背景≫プラスチックごみによる環境汚染が世
界的な問題となっている。地球温暖化は、災害にも影
響を及ぼしている。日本は1人当たりの使い捨てプラ
ごみの排出量が世界で２番目に多く、2019年の時点
で８５０万ｔだ。リサイクル率は８５％を超えるが、６割以
上が火力発電に利用されている。ごみとして捨てられ
たプラスティックも、焼却処分すれば、地球温暖化の
原因となる二酸化炭素（ＣＯ２）を排出する。
私たち一人一人が、自分にできる取組を日頃から、
生活の中で身近にできるプラごみ削減の取組の
一つとしてマイボトルの活用を訴えました。 【質問】

①真木町の道路冠水２か所についての対策は？
（真木橋から南側の一部範囲と市道 南部団地
 真木橋線の真木町２０７６番地先の住宅前）
②避難所のまちづくり推進ｾﾝﾀｰ職員の出勤で、
災害時など特別な時に、自宅から近い場所の
まちセンに出勤する事の見解は？

③個別避難計画作成状況と市民への周知は？
④給水スポットと災害対応型の自販機の設置は

【答弁】
②本市ホームページで、高品質なおいしい水である
旨を掲載。 浄水場見学会や毎年6月に実施される水
道週間などでPRを行っている。浄水場見学会の際に
行った「利き水」において、「本市水道水と市販のミネ
ラルウォーター」を「おいしい、ふつう、まずい」の３段
階で合計１５３名の方に同じ評価を頂いている。

【災害対応型自動販売機】
地震などの災害発生時に、自動販売機に搭載された
電光掲示板に災害情報を流したり、本体に残ってい
る飲料を無償で提供される。

【答弁】

①真木橋から南側の轟木川は、現在、佐賀県で護岸

 嵩上げが計画されている。(工事が始まりました！）

   南部団地・真木橋線の冠水対策の検討は、現況の

排水経路や地形的な条件を勘案しつつ、排水機

能の改善に向けて検討を深めてまいりたい。

②職員自身の安全を確保した上で、基本的には所属

するセンターへ勤務。職員が出勤困難な場合など

は、臨機応変に対応していく。避難者が安心できる

ような避難所の運営を心掛ける。

③８月３１日現在、個別避難計画作成対象者２３２名

内、１２１名を作成。今後、優先度の高い対象者は、

令和６年度までに計画を作成したい。 個別避難計

画の制度を、市民の方へ周知を図っていく。

④避難所となるまちづくり推進センターへの災害対応

型の自販機の設置は、令和５年４月にｺｶｺｰﾗﾎﾞﾄﾗｰ

ｽﾞｼﾞｬﾊﾟﾝ㈱と覚書を締結。鳥栖地区本館・分館、

基里地区分館に新規設置。既存の自販機更新の

際切り替えの協議を進める。

※私は、６年前より災害対応型自動
販売機の設置を求めてきました。

3. ９月防災月間によせて

【質問】
②本市の水道水は安全でおいしい水と

PRをどのようにしているか？市民の声は？

【質問】
③熱中症対策にもなる。学校に給水スポットの設
置をすべきと考えるが、教育長の見解は？

【質問】
④最近では、各自治体でも給水スポットが設置さ
れている。給水スポットの設置は、熱中症対策、プ
ラごみ削減、地球温暖化対策につながる。地球温
暖化対策は、災害対策にも繋がっている。マイボト
ル等を利用できる給水スポットの設置について、
鳥栖市も取り組むべきと考えるが、市長の見解は

【答弁】
①マイボトルに直接補充できる給水器につきましては、
費用、管理面での課題もあり、設置していない。

【答弁】
③市の公共施設における給水スポット設置に関する
考え方等を踏まえ､他市の事例を参考に調査研究する

【答弁】
④設置することに有効な面がある一方で、費用面や
衛生面、管理上での課題もある。プラスチック ごみ
削減の取り組みは必要と考えている。引き続き調査・
研究していく。

プチ
実績

2. マイボトル等を利用できる
   給水スポットの設置ついて
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吉田久美子衆院議員(九州・沖縄比例ﾌﾞﾛｯｸ・

公明党)は、10月末で議員歴2年となります。

吉田久美子さんは、これまでに国会質問19回。

更年期・子育て・認知症対策など）取り組んでい

ます。6月に発表された政府の女性版骨太方

針では、更年期障害の提案が反映された。

※日頃の活動は、Facebook・ LINE♪
Twitter・とびまつ妙子のﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞで！

鳥栖小運動会☆
みんな頑張り
ましたね！！

10月4日 鳥栖地区社協の研修
武雄市「カンコロの家」へ☆
高齢者支援について学びました

9月30日バスの日☆ 鳥栖駅前広場
バス料金が無料 鳥栖を代表する出店も！！
鳥栖商業生徒がコラボ商品した『しいたけキムチ』を購入🌟
美味しい～ 来年は世界記録を目指す!!？ と。

９月は「がん征圧月間」街頭☆
鳥栖市１２箇所で街頭演説

8月29日特別講座
「防災週間に考える」
地域安全協会の山本一氏

地球温暖化により水害が多発
50 mm/1h・200mm/24hの
雨量に注意⚠️を学びました
ハザードマップを確認し災害に
備えましょう

8月11日
真木町区夏まつり☆
鳥栖市特命大使の
高橋義希さんと。
最後まで
大変盛り上がりました

ママズルームの皆さまと

『真木町田園環境を守る会』 川掃除☆
『真木町207除草会』 草刈り☆
いつも大変にありがとうございます

10月14日

「吉田久美子励ます会」
『クローバの会』が発足🍀

9月19日佐賀県本部主催
の公明女性フォーラム☆

吉田久美子
衆議院議員

尊き大先輩の皆さま、大変におめでと
うございます✨皆さまの益々のご健
康と長寿をご祈念申し上げます🌟

9月17日 真木町敬老会のお祝い☆


	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4

